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発表概要 背景 

アルツハイマー型認知症（AD）の層別化手法の１つとして、複数の血液バイオマー

カーを用いることで、それぞれの病理の進行状態に応じて分類する方法が注目されて

いる。その中でも、血液中のリン酸化タウ（p-tau）は、リン酸化部位の異なる複数の

分子種が存在しており、それぞれ病理進行状態によって異なる濃度変化を示す可能性

が示唆されている。したがって、複数の p-tau分子種と他のバイオマーカーを同時に

測定することで、より詳細な ADの層別化が可能になると考えられる。 

我々はこれまでに、全自動免疫測定プラットフォーム HISCLTM を用いた血漿中の

アミロイド β（Aβ）40、Aβ42、tau、ニューロフィラメント軽鎖（NfL）、p-tau181の

測定試薬を開発してきた。本研究では、新たに p-tau231 の測定試薬を開発し、その

分析性能と臨床性能を評価した。 

 

方法 

p-tau231測定試薬の分析性能として、希釈直線性や同時再現性を評価した。また，

認知正常者（CN）および ADと診断された患者の血漿検体を測定し、その濃度分布を

比較することで、臨床性能を評価した。 

 

結果 

開発した p-tau231 試薬は、血漿中のバイオマーカーを測定するのに十分な分析性

能を示した。また、少数例の血漿検体を測定した結果、ADと認知機能正常者（CN）

の間において p-tau231濃度に有意な差が認められた。 



 

結論 

新たに開発した p-tau231 測定試薬は、血漿中の p-tau231 濃度を測定するのに十分

な性能を有していた。また、血漿中の p-tau231 濃度と疾患の進行に関連があったこ

とから、他のバイオマーカーと組み合わせることで、AD を病理の進行に基づいて分

類できる可能性が示唆された。 
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